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の
結
鎮
は
延
暦
寺
鎮
守
日
吉
社
か
ら
伝
播
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
荘
園
公
領
制
的
な
ル
ー
ト
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
如
法
経
信
仰
や
今
堀
郷
結
鎮
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
近
江
国
内
の
事
例
で
あ
る
。
他
地
域
へ
の
歩
射
儀
礼
の
伝
播
も
五
節
供

と
同
様
に
荘
園
公
領
制
的
な
ル
ー
ト
に
よ
る
伝
播
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
注
意
し
た
い
の
が
、
播
磨
国
一
宮
伊
和
神
社
の
歩
射
儀

礼
な
ど
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
本
論
で
詳
述
す
る
が
、
播
磨
国
一
宮
の
歩
射
儀
礼
に
染
河
内
村
の
名
主
百
姓
等
が
参
加
し
て
い
た
点
が

重
要
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
一
宮
な
ど
の
儀
礼
が
歩
射
儀
礼
伝
播
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
畿
内
近
国
で
は
歩
射
儀
礼
は
結
鎮
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
名
主
座
リ
ン
グ
の
地
域
で
は
百
手
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

何
故
に
歩
射
儀
礼
を
百
手
と
い
う
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
百
矢
と
い
う
信
仰
儀
礼
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歩
射
儀
礼
の
地
域
性
・
歴
史
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
唐
菓
子
系
神
饌
ブ
ト
・
マ
ガ
リ

唐
菓
子
と
は
、
古
代
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
穀
粉
製
の
菓
子
で
あ
る（

（2
（

。
米
、
麦
な
ど
の
粉
に
甘
葛
煎
や
塩
な
ど
を
加
え

て
練
っ
て
餅
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
油
で
揚
げ
て
つ
く
っ
た
。
八
種
唐
菓
子
と
い
う
が
、
そ
れ
以
外
に
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
と
い
う
唐
菓

子
が
あ
っ
た
。

こ
の
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
は
、
も
と
も
と
貴
族
の
日
常
食
で
あ
っ
た
。
類
聚
雑
要
抄
巻
一
・
一
一
三
六
（
保
延
二
）
年
内
大
臣
殿
廂
大
饗
差

図
〈
東
三
条
殿
〉
な
ど
に
よ
る
と
、
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
が
餅
や
柑
子
な
ど
と
と
も
に
食
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
し
か
し
、
鎌
倉
時

代
末
期
に
は
、
日
常
食
と
し
て
の
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
は
廃
れ
て
い
た
と
い
う（

（2
（

。

一
一
二
七
（
大
治
二
）
年
、
朝
廷
の
御
斎
会
の
供
物
に
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
が
み
え
る（

（2
（

。
そ
れ
が
中
央
の
大
社
、
そ
し
て
一
宮
・
総
社
へ
と

伝
播
し
、
村
落
宮
座
に
至
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
九
章
で
詳
述
す
る
。
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以
上
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
本
書
第
三
部
で
村
落
宮
座
の
儀
礼
と
そ
の
伝
播
・
成
立
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

注（
1
）
薗
部
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）
薗
部
『
日
本
中
世
村
落
内
身
分
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
『
中
世
村
落
と
名
主
座
の
研
究
―
村
落
内
身
分
の
地
域
分
布
―
』

（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。
な
お
、
薗
部
『
日
本
の
村
と
宮
座
―
歴
史
的
変
遷
と
地
域
性
―
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
中
世
・

近
世
村
落
に
お
け
る
宮
座
の
変
遷
と
地
域
性
を
、
一
般
読
者
向
け
に
概
括
的
に
論
じ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
網
野
善
彦
「
東
と
西
の
語
る
日
本
の
歴
史
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
』
第
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）。

（
4
）
前
著
2
な
ら
び
に
本
書
第
五
章
。

（
5
）
福
田
ア
ジ
オ
『
番
と
衆　

日
本
社
会
の
東
と
西
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）。

（
6
）
福
田
ア
ジ
オ
「
み
や
ざ　

宮
座
」（『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
7
）
藤
井
昭
『
宮
座
と
名
の
研
究
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
、
三
三
五
頁
）。

（
8
）
高
牧
實
『
宮
座
と
祭
』（
教
育
社
、
一
九
八
二
年
、
三
一
～
三
三
頁
）、
同
『
宮
座
と
村
落
の
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
六

〇
～
六
一
頁
）。

（
9
）
こ
の
高
牧
實
氏
の
ご
意
見
は
、
薗
部
に
対
す
る
私
信
な
ど
に
よ
る
。

（
10
）
仲
村
研
『
中
世
惣
村
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
、
一
～
二
頁
）、
薗
部
「
中
世
後
期
村
落
―
そ
の
研
究
の
軌
跡
と
問
題

点
―
」（『
帝
京
史
学
』
六
号
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）文
明
二
年
石
見
国
江
俣
八
幡
宮
八
月
一
五
日
祭
御
供
注
文（
湯
浅
発
祥
氏
伝
蔵
文
書
、『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
六
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
国
、
神

道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
。
前
著
2
第
一
編
第
五
章
・
第
三
編
第
一
章
・
第
四
編
第
四
・
第
五
編
第
一
～
三
章
を
参
照
。

（
12
）
三
浦
圭
一
「
惣
村
の
起
源
と
そ
の
役
割
」（
同
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）。

（
13
）
藤
木
久
志
『
戦
国
の
作
法
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
14
）西
村
幸
信
「「
自
力
の
村
」
論
の
軌
跡
と
課
題
―
藤
木
久
志
氏
の
批
判
に
答
え
て
―
」（
同
『
中
世
・
近
世
の
村
と
地
域
社
会
』、
思
文
閣
出
版
、
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二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）、
坂
田
聡
『
家
と
村
社
会
の
成
立
―
中
近
世
移
行
期
論
の
射
程
―
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
序
章
）。

（
15
）
渡
辺
尚
志
「
中
世
・
近
世
移
行
期
村
落
史
研
究
の
到
達
点
と
課
題
」（『
日
本
史
研
究
』
五
八
五
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
16
）
長
谷
川
裕
子
「
15
～
17
世
紀
に
お
け
る
村
の
構
造
と
領
主
権
力
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
八
五
号
、
二
〇
一
一
年
）、
蔵
持
重
裕
「
日
本
中
世
村

研
究
の
逍
径
」（
同
編
『
日
本
中
世
社
会
と
村
住
人
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

（
17
）
宮
座
そ
の
も
の
の
事
例
で
は
な
い
が
、
有
名
な
山
城
国
一
揆
に
関
す
る
記
述
で
「
一
、
今
日
、
山
城
国
人
集
会
、
上
ハ
六
十
歳
、
下
ハ
十
五

六
歳
云
々
、
同
一
国
中
土
民
等
群
集
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
役
年
齢
を
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
と
す
る
慣
行
が
広
く
あ
っ
た（
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
文
明
一
七
年
一
二
月
一
一
日
条
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
八
）。

（
18
）
薗
部
『
村
落
内
身
分
と
村
落
神
話
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

（
19
）
井
原
今
朝
男
「
中
世
の
五
節
供
と
天
皇
制
」（
同
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』、
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
20
）薗
部
「
村
落
の
歳
時
記
―
結
鎮
、
お
こ
な
い
、
そ
し
て
吉
書
―
」（『
日
本
村
落
史
講
座
』
第
6
巻　

生
活
Ⅰ
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）。

こ
の
時
点
で
私
は
、
村
落
の
結
鎮（
歩
射
儀
礼
）も
荘
園
公
領
制
的
な
伝
播
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

荘
園
公
領
制
的
で
な
い
ル
ー
ト
の
方
が
主
要
な
伝
播
経
路
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
21
）
中
村
結
鎮
御
頭
次
第
（
奥
野
健
一
文
書
四
三
号
、『
堺
市
史
』
続
編
第
四
巻
）。

（
22
）
肥
後
和
男
『
宮
座
の
研
究
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
四
一
年
、
四
〇
〇
～
四
〇
二
頁
）、
西
田
長
男
「
鎮
花
祭
一

斑
」（
同
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
三
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）。

（
23
）
耀
天
記
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
輯
下　

神
祇
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
八
年
）。

（
24
）
厨
事
類
記
（『
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
）
な
ど
。

（
25
）
類
聚
雑
要
抄
巻
一
保
延
二
年
内
大
臣
殿
廂
大
饗
差
図
（『
群
書
類
従
』
第
二
六
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
）。
島
田
勇
雄
「
食

物
研
究
史
に
お
け
る
「
菓
子
」
と
そ
の
食
礼
―
「
唐
菓
子
」
に
つ
い
て
―
」（『
甲
南
国
文
』
二
五
号
、
一
九
七
八
年
）、
森
田
環
「
糫
餅
に
つ
い

て
」・
太
田
泰
弘
「
唐
菓
子
の
系
譜
―
日
本
の
菓
子
と
中
国
の
菓
子
―
」（『
和
菓
子
』
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
26
）
世
界
大
百
科
事
典
「
菓
子
」（
Ｃ
Ｄ
版
世
界
大
百
科
事
典
、
日
立
デ
ジ
タ
ル
平
凡
社
）。

（
27
）天
承
二
年
正
月
御
斎
会
加
供
解
文（
朝
野
群
載
第
七
公
卿
家
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

朝
野
群
載
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
一
九
八

頁
）。
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